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藍巨
清
里
地
区
を
漬
れ
る
四
筋
の
川

市
の
最
西
嬬
、
清
里
地
区
を
四
筋
の

川
が
流
れ
る
。

榛
名
の
山
江
く
、
沢
水

を
襲
め
て
山
麓
を
く

f
り
、

い
ず
れ
も

最
浚
に
は
利
根
川
に
そ
そ
ぐ
。

⑪ 

八
幡
川

前
橋
の
西
端
の
川
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通
常
は
｀
水
は
乏
し
い
。
し
か
し
、

榛
名
付
近
に
、
夕
立
や
豪
雨
が
あ
る
と

水
は
一
気
に
増
え
、
土
砂
を
流
し
、
土

手
を
崩
す
。
榛
名
火
山
斜
面
の
堆
積
層

は
、
水
に
も
ろ
い
。

歎
邊、

国
の
特
損
工
事
を
は
じ
め
、

い
く
た
び
か
の
改
修
工
事
で
洪
水
は
右

め
ら
れ．

川
の
値
宮
は
な
く
な

っ
た
。

橋
も
、
そ
の
多
く
が

n
ン
ク
リ
ー
ト
の

永
久
橋
に
か
わ
っ
た
。

ウ
ナ
ギ
が
い
た
牛
王
頭
川

さ
て
、
四
筋
の
川
の
う
ち
、
地
区
の

北
蟷
を
汝
れ
る
の
が
牛
£
頭
川。

「
C

う
ず
が
わ
」
と
は
む
。

榛
名
の
山
双
く
か
ら
汰
れ
出
て
、
榛

東
村
関
谷
公
｀
山

f
田、

吉
岡
村
の
大

薮
、
南
下
と
く
だ
り
、
本
市
池
端
町
に
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入
り
、
吉
岡
村
大
久
保
を
経
て
、
総
社

町
北
で
利
根
川
に
落
ち
る
。

こ
の
川
で
芹
摘
み
を
し
、
ウ
ナ
ギ
や

ド
ジ
ョ
ウ
を
と
っ
た
思
い
出
を
持
つ
人

た
ち
も
多
い
と
い
う
。
池
端
町

・
小
匂

根
芳
彦

(51歳
）
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

吉
岡
村
境
の
牛
王
頭
川
に
は
、
ア
カ
シ

ヤ
や
椎
の
木
も
あ
っ
て
、
山
鳩
が
巣
を

か
け、

ウ
ナ
ギ
を
と
り
、
ド
ジ
ョ
ウ
を

す
く
っ

た
息
い
出
を
話
し
て
く
れ
る
。

し
か
し
、

今
は

nの
清
流
は
な
い
。

「
と
う
ず
川
に
＂

っ
て
も
、
．
く
さ
い
ド

ジ

ョ
ウ
が
少
し
い
る
だ
け
．

つ
ま
ん
な

い
」
と
、
池
端
町
・
さ

い
と
う
ま
こ
と

(6
虚
）

く
ん
は
い
う
。
戦
後
、

flJれ

の
増
し
て
き
た
川
に
は
、
現
代

っ
f
介

ち
は
，
春
の
小
川
．
の
慎
し
さ
を
泡
か
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．
 
．
 

秋雨にけぷる八幡川（総社町山痢員下付近。この下流では改鬱工事が遣んでいる。）

な
い
。
も
っ
と
も
、
小
＃
生
な
ど
の
川

で
の
遊
び
は
槃
じ
ら
れ
て
も
い
る
が
…
。

改
・
さ
れ
た
八

lll

牛
王
頑
川
の
雨
を
流
れ
る
の
が
、
一

級
河
川
八
幡
川
°
榛
名
水
系
の
最
も
深

い
山
合
を
面
と
し
、
榛
東
村
柳
澤
寺
南

の
沢
を
く
だ
る
。
t
ュ
場
、
八
幡
、
新
井

か
ら
吉
岡
村
陣
場
を
経
て
、
本
市
最
西

端
の
池
端
町
一
本
松
に
入
る
。

高
崎、

渋
川
線
を
横
切
る
が
、

C

C
の
橋
が
蟹

沢
橋
。
地
区
の
古
い
人
た
ち
は
、
こ
の

川
を
蟹
沢
川
と
も
呼
び
、
下
流
総
社
で

は
山
澤
川
と
も
呼
ぶ
。

子
ど
も
が
＊
あ
び
し
た
川

川
は
、
こ
こ
か
ら
惰
野
町
、
池
端
町

境
を
束
に
流
れ
、
汀
梨

f
町
を
貫
く
。

「
廿
は
、
水
が
き
れ
い
で
し
た
。
川
を

堰
き
と
め
て
、
よ
く
水
あ
び
を
し
た
も

の
で
す
。
カ
ニ
も
い
ま
し
た
ね
。
村
の

八
幡
神
社
西
辺
り
の
川
が
、
子
ど
も
の

遊
び
場
で
ね
。
キ
ュ
ウ
リ
を
か
じ
り
な

が
ら
泳
い
だ
も
の
で
す
。
川
で
、
市
場

出
し
の
人
参
を
洗
っ
た
り
、
も
う
、
こ

の
水
じ
ゃ
あ
、
ダ
メ
で
す
ね
」
と
話
す

の
は
、
清
野
町

・
木
暮
昇
一

(63虚
）

さ
ん
。
「
榛
名
は
九
十
九
谷
。
八
幡
川

は
一
番
奥
が
深
い
、
と
年
寄
り
か
ら
よ
く

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
付
近
、

音
は
曲
り
川
。
昭
和
三
十
五
、
六
年
頃

の
エ
軍
で
全
面
改
修
さ
れ
、
大
水
の
心

配
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
エ
嘔
浚
、
土

手
に
生
え
た
ア
カ
シ
ャ
が
、
こ
ん
な
に

大
き
く
な
り
、
シ
ノ
や
艤
ヰ
も
茂
り
っ

放
し
。
三
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
、
清
播

も
し
た
い
も
の
。
管
理
は
、
ど
こ
が
や

る
ん
で
し
ょ
う
ね
え
」
と
話
す
の
は
、

冑
梨
子
町
•
関
根
{
l
l
次

(
5
8歳）
さ
ん
。

八
幡
川
は
、
清
里
小
学
校
前
で
、
上

蟹
沢
川
を
合
流
す
る
。
総
社
町
と
群
馬

町
北
原
境
で
東
西
堀
（
土
地
の
人
は
、

・
と
う
ぜ
っ
ぼ
り
．
と
呼
ぶ
）
を
合
流
｀

大
屋
敷
下
先
で
天
狗
岩
用
水
を
加
え
、

滝
川
に
そ
そ
ぐ
。
全
長
十
ニ
キ
0

、
現

在
｀
梨
蚕
業
試
験
場
わ
き
、
山
澤
橋
下

で
改
修
が
さ
れ
て
い
る
。

上
●
沢
JIIと
下

●

沢

上
蟹
沢
川
は
群
馬
町
広
馬
場
辺
か
ら

流
れ
出
し
、
榛
東
村
笹
熊
を
経
て
、
清

野
町
、
胃
梨
子
町
境
を
く
だ
り
、
八
幡

川
に
合
流
す
る
。
今
、
水
は
八
幡
川
よ

り
、
や
や
多
い
。

清
里
地
区
の
雨
端
を
流
れ
る
四
本
目

の
川
が
下
蟹
沢
川
°
群
馬
町
愛
宕
辺
か

ら
流
れ
、
本
市
の
前
ば
地
区
を
東
南
に

nき
、
牛
池
川
に
そ
そ
ぐ
。
群
島
町
西

国
分
か
ら
、
山
王
、
元
総
社
を
く
だ
っ

て
ゆ
く
牛
池
川
は
、
元
総
社
辺
で
改
修

が
貌
い
て
い
る
。

「
ザ
リ
ガ
ニ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
い
な
く
て

淋
し
い
。
ボ
ク
は
汚
れ
た
川
は
、
き
ら

い
だ
」
と
い
う
、
胃
梨
子
町
•
あ
ら

い

ま
も
る

(7
歳
）
く
ん
や
、
前
腹
•
こ

ぷ
ち
か
ず
ひ
こ

(
7
磁
）
く
ん

「
川
の
汚
れ
は
、
数
年
前
が

一
番
ひ
ど

く
、
贔
近
、

一
峙
よ
り
き
れ

い
に
な
り

ま
し
た
ね
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
上
放
で

家
畜
の
フ
ン
尿
を
決
す
こ
と
も
あ
る
と

み
え
て
、
古
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
'n

、
．
｀
。
い
つ
に
な

っ
た
ら
、
井
の
川
は
よ

み
が
え
る
の
で
し
ょ

う
か
」
差
し
囁
り

が
あ
る
か
ら
と
、
名
前
を
伏
せ
た
一
主

紺

(46歳
）
の
嗅
き
が
い
つ
ま
で
も
耳

に
残

っ
た。
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赤
鍼
●
割
を
胄
に
し
た
●
公
園
予
定
埠

前
橋
駅
前
か
ら
9
ル
マ
で
二
十
分
。

か
城
鍋
別
が
問
近
に
Q
え
る
、
戯
畜
震

試
験
場
前
を
稟
へ
約
ー
キ
0
•
松
の
林

ゃ
輪
木
林
が
絞
＜
攣
町

・
小
坂
子
町
地

内が
、
この

．讃公遠
．
の計薗地。

市
の
中
心
圏
か
ら
約
九
キ
0
•

大
田

々

.
g
域

1
チ
持

N
の
t
ミ
逮
力
這
に

悽
し
、
バ
ス
で
は
三
十
分
。
区
騒
は
鑽

町
と
小
坂
子
.
..
 嶺
町
は
字
一
本
松
、

大
堤
下
、
細
久
保
、
大
堤
の
全
部
と
、

五
匿
峯
、
西
谷
戸
、
早
福
田
、
杉
久
保
、

西
笹
臣
、
笹
原
、
五
厘
、
穴
田
、
高
月
、

堤
之
上
の
一

部
に
ま
た
が
り
、
小
坂
子

町
は
字
縄

1
シ
の

一
邸
0

ス
ス
キ
が
風

に
な
び
き
、
松
林
が
秋
の
園
を
あ
び
て

公
園
“
 

地
勢
は
東
西
約
一

・
ー
キ
0

、
冑
北

一
・
ニ
キ
0

、
南
溢
を
カ
ナ
メ
と
し
て

g
を
ひ
ら
い
た
尼
の
土
地
。
巳
国
は
三

百
“
か
ら
、
北
へ
属
く
な
り
三
5
八
十

“
ま
で
。

低
い
と
C
ろ
は
、
環
在
、
水
田
と
俎

地
。
北
か
ら
東

へ
か
け
て
約
七

0
％
が

ク
ロ
マ

ツ
の
林
と
雑
木
林
。

こ
の
以
林

地
の
中
心
に
大
提
沼
が
あ

っ
て
、
な
か

な
か
の
景
罷
で
す
。

大
堤
沼
の
景
観
も
生
か
し
て

ひ
ろ
が
る
七
ニ

・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
叶

●
区
誡
で
す
。

夢
の
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
す
。

畠
公
は
計
貞
地
の
約

toも
は
緑
あ

ふ
れ
る
山
林
。
こ
の
た
め
、
計
画
で
は

・恵
ま
れ
た
既
存
の
風
致
景
観
と
の
潟

和
，
に
主
裏
が
霞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、

①
現
地
形
、
現
紺
林
は
極
力

保
全
す
る
C
と
R
単
な
る

．
墓
地
．
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
市
の
公

g
粒
地
系

絞
の
一

環
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
、

市
民
の
休
菱
、
散
策
、
鑑
貫
の
場
と
し

て
の

．
駐
地
•
と
す
る
®
符
来
の
椙
市

既
存
景
観
尊
重
し
て

市
街
地
の
墓
地
移
転
は
か
る

ク
ロ
マ
ツ
と
雑
木
林
が
続
く
道

市
街
地
か
ら
車
で
2
0
分

へ、

葬
祭
中
心
の

中
央
広
場

芝
生
広
場
や
パ
ー
ゴ
ラ
も

市
街
地
の
中
に
あ
る
墓
地
を
赤
城
南
面
の
緑
あ
ふ
れ
る
丘
陵
地
へ

。

が
欲
し
い
市
民
に
も
、
墓
地
を
ー
|
°
公
園
緑
地
施
設
を
そ
な
え
た
、

．嶺

公
園
計
画
．
が
い
よ
い
よ
具
体
化
さ
れ
ま
す
。
お
べ
ん
と
う
を
持
っ
て
、

一
家
そ
ろ
っ
て
林

間
墓
地
ヘ
ビ
ク
ニ
ッ
ク
ー
そ
ん
な
姿
も
み
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
全
国
に
も
誇
れ
る

“都
市

夢
の
ブ
ラ

ン

・
檄
公
園
•

の
、
計
画

図
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
写
口
の
と
お
り

で
す
。g地
の
裏
南
の
公
園
主
入
口
付
近
は

管
踵
崖
設
。
こ
こ
に
は
管
理
棟
、
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
、
駐
卓
場
な
ど
サ
ー
ピ
ス
施

設
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
ま
た
外
閃
道
路
、

移
転
対
象
墓
地
の
入
口
付
近
に
も
、
駐

車
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

囚
地
の
中
心
部
に
は
、
中
央
広
場
と

納
骨
堂
が
つ
く
ら
れ
、
彫
刻
や
塔
な
ど

が
緑
の
中
に
く
っ
さ
り
と
浮
き
立
ち
、

シ
ソ
ポ
ル
的
な
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

こ
の

．葬
祭
・
中
心
の
中
央
広
場
の

北
側
の
水
田
部
分
と
、
こ
れ
に
統
＜
酋

側
台
地
は
芝
生
広
場
や
パ
ー
・
コ
ラ
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
訪
れ
た
人
た
ち
の
休
息

や
展
望
の
場
所
と
し
て
、
落
ち
糟
き
の

あ
る
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
園
地
．
が

計
画
さ
れ
ま
す
。

正
面
薗
路
に
沿
っ
た
北
劃
一
帯
I
C

、

夢
い
っ
ぱ
い
の

そ
し
て
新
し
く
お
墓

規
模
の
拡
大
と
、
市
民
の
墓
地
需
要
の

増
加
に
対
処
し
、
さ
ら
に
・
近
代
的
公

共
墓
地
．
の
否
を
盛
り
込
む
④
稟
側
の

飛
び
地
に
は
、
旧
市
街
地
の
寺
院
墓
地

を
こ
こ
に
移
す
・
移
転
用
地
、
と
し
て

利
用
す
る
ー

な
ど
が
基
本
方
針
と
な

っ
て
い
ま
す
。

”
墓
園
“
I
I
緑
地
“
I
I
樹
林
地
“
中
心
に

璽
問

E
3国

赤
城
南
面
の
丘
陵
地
へ

人
綱
町
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は
斬
ら
し
く
虐
を
つ
く
り
、
は
地
の

申
な
に
＆
け
ら
わ
る
池
と
と
も
に
、
樹

μ
尾
の

rど
を
防
ぎ
、
災

g
防
11の
機

能
を
も
た
せ
、
さ
ら
に
ょ
菫
景
囚
地
・

と
し
て
鵡
停
虐
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

緑
い
っ
ば
い
の

芝
生
墓
地

林
間
蒻
地
つ
く
る

鬱
公
9
が
つ
く
ら
れ
る
中
心
目
的
の

ー
つ
が
は
巾
●
心
ー
。
湿
地
の
雨
か

ら
内
へ
か
け
て
の
こ
田
、
現
在
水
田
と

、

な

っ
て
い
る
逮
蟻
に
は
、
ひ
ろ
び
ろ
と

中

し
た
●
●
域
．
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

e
 

北
の
丘
騎
鴫
に
は
、

U
い
っ
ば
い
の

乏
生
“
地
人
邊
沼
百
棗
に
ひ
ろ
が
る

｀

以
tl
嶋
は
、
ゆ
る
や
か
な
れ
釦
を
利
用

9
/
4
 炉ゃ

自
然
樹
生
か
し

”
名
木
“
園
も

し
て
ク
0

マ
ツ
な
ど
の
既
存
林
を
保
全

し
な
が
ら
、

一
郎
疎
林
を
選
ん
で
一
区

蝙

3
0
x
3
0
メ
ー
ト
ル
の
テ
ラ
ス
を
散
在

さ
せ

．林
閲
墓
地
．
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
辺
路
に
よ
っ
て
二
分
さ

れ
る
賽
側
の
飛
び
地
域
に
は
、
旧
市
街

地
に
あ
る
寺
院
基
地
の
移
転
先
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
す
で
に
具
体
化
さ
れ
て
い

る
の
は
云
・
地
区
の
寺
院
塁
地
の
移
転

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

移
転
用
地
は
四
万
三
千
五
百
平
方
メ

ー
ト
ル
、
一
般
墓
地
、
乏
生
墓
地
、
柑

林
裏
地
を
合
わ
せ
て
一
万
四
千
五
百
六

十
基
が
つ
く
ら
れ
る
予
定
で
す
。

芝
生
小
園
地
も
設
置

―
―
―
―
―
―
 

広
大
な
li地
の
北
葛
、
此
道
寄
り
の

山
林
一
名
と
大
堤
沼
悶
辺
は
．
保
全
囚

地
．
と
な
り
ま
す
。

既
存
樹
林
は
、
林
内
整
債
を
し
て
園

路
沿
い
に
花
木
が
植
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
沿
道
に
は
小
空
連
が
設
け
ら
れ
、

．
乏
生
小
園
地
．
と
し
て
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
の
市
民
た
ら
の
恰
好
な
休

8
地
と
し

て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

四
季
の
変
化
あ
る
花
壇

鬱
公
圃
設
●
の
基
本
方
針
の
大
き
な

柱
が

、既
存
林
の
保
全
.
-

・

こ
の
た
め
、
樹
木
や

G
花
は
、
既
存

の
揖
木
と
コ
和
を
も
っ
た
．
自
然
風
植

栽
，
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

墓
域
内
の
人
は
ク
D

マ
ツ
、
ト
チ
、
ケ

ヤ
キ
な
ど
が
主
木
と
な
り
•

こ
の
ほ
か

特
に
既
け
の

U
を
＂
景
と
し
て
、
四
干

の
変
化
を
特
徴
づ
け
る
木
が
櫨
え
ら
れ

ま
す
。
計
藷
で
は
、
サ
ク
ラ
、
ウ
/
‘

池
モ
ミ
ジ
、
椿
、
ッ
ツ
ジ
な
ど
の
花
木
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
｀

Iiiえ
ら
れ
る
人
々
は
、
皐

一
掛
を
さ
け
、
珍
し
い
木
も
と
り
置

ぜ
、
名
木
の
多
い
公
●
と
し
て
｀
市
民

に
楽
し
く
観
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

配
慮
さ
れ
ま
す
。
広
場
な
ど
｀
人
の
集

ま
る
場
所
に
は
、
潅
木
や
花
壇
が
配
II

さ
れ
ま
す
。働

俎
成
に
よ

っ
て
伐
ら
れ
た
臼
林
瓢
分

は
、
積
極
的
に

U
化
を
は
か
り
ま
す
。

凶
路
ぞ
い
の
林
は
下
刈
り
を
し
、
見

閉
の
よ
い
高
台
は
間
伐
し
て
、
林
仄
を

常
に
警
蠣
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
嶺
μ
は

花
が
咲
き
、
実
が
な
る
樹
櫂
を
豊
富
Ic

と
り
入
れ
、
市
民
み
ん
な
が
烹
し
め
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
生
ま
れ
ま

す。

総
事
業
費
は

50
億
円
一

昭
和
75
年
ま
で
に

こ
の
計
両
は
、
す
で
に
具
体
化
さ
れ

て
か
ら
三
年
。
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら

現
地
測
量
に
行
手
、
五
十
年
度
も
引
き

統
い
て
測
量
、
地
償
漏
査
が
貌
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の

煙
解
と
協
力
に
よ

っ
て
、
用
地
の
目
安

も
つ
き
、
こ
こ
に
、
実
現
へ
の
第
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

で
す
。現
在
、
試
算
さ
れ
て
い
る
総
事
震
費

は
約
五
十
億
円
。
こ
の
う
ち
、
用
地
費

が
約
十
六
億
五
千
万
円
、
造
成
費
が
約

十
八
億
五
千
万
円
、
公
債
賣
が
十
偉
円
、

吊
務

nが
約
五
偉
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
震
崖
行
は
、
本
格
的
に
は
田
和
五

十
一
年
度
か
ら
。
計
iii完
了
は
昭
和
七

十
五
年
度
ま
で
、
二
十
五
年
間
。
前
檎

の
符
来
を
予
測
し
た
．
夢
の
ブ
ラ
ン
．

と
し
て
、
そ
の
実
現
へ
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
公
園
の
「
畠
市
計
國
案
」
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
綴
覧
し
ま

す
。
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
と
意

見
の
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
凶

（
の
B
ま
で
に
重
見
書
を
群
馬
桑

知
事
に
援
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
▽
輯
覧
期
閏
1111
月
5
日
か
ら
18

B
ま
で
。
▽
織
覧
場
所

II
n斤
内

土
人
霞
墨
市
計
Iii只
お
よ
び
市
lll

市
計
•
3
゜

▽
受
付
期
間
1
1
午
前

8
約
30分
か
ら
午
＆
5
痔
ま
で。

た
＂し、

土
竃
午
愴、

B
嗜
日
は

市
役
所
ョ

a宣
で
。

●
公
園
闊
係
の

綿
市
計
画
案
の
織
覧
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こ れ は困ります
，
水
と
北
の
昴
，
と
い
わ
れ
る
、
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
前
橘
市
。
広
瀬
川
、

桃
木
川
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
の
ど
ん
な

小
川
に
も
、
魚
が
住
み
｀
い
つ
も

0
み

き
っ
た
水
の
擁
れ
が
あ
る
よ
う
I
C
I

そ
ん
な
願
い
は
．
市
民
み
ん
な
の
心
の

中
に
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は

ぉ
互
い
が
111を
汚
さ
な
い
、
・
コ
ミ
を
桧

て
な
い
こ
と
が
先
決
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
：
…
•

と
い
う
、
い

い
か
た
は
じ
し
い
こ
と
で
す
。
・コ
ミ
の

か
か
っ
た
川
を
見
て
、
あ
な
た
は
ど
う

感
じ
ま
す
か
。
ま
ず
、
自
分
だ
け
は
捨

て
な
い
ー
そ
ん
な
決
意
を
み
ん
な
で

持
ち
た
い
も
の
。
ど
ん
な
小
川
に
も
、

市
民
の
心
が
生
き
る
よ
う
に
。

川
は
泣
い
て
い
る

”
ゴ
ミ
捨
て
“
イ
ヤ
イ
ヤ
…
•

直.;i

戸ユふr
,a:-!"-~: 鴫

鬱

ゴミは収集日の朝 8 時までに所定の場所に整然と一—。
• • • I I I ~ ' 

ご
み
は
、
普
通
の
．
燃
え
る
'n
｀``
“
 

と
、
キ
ケ
ン
物
な
ど
．也
え
な
い
ゴ
｀
ヽ
ヽ
．

に
分
別
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
本
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
収

集
日
の
朝
8
約
に
、
指
定
さ
れ
た
場
所

へ
出
す
、
と
い
う
の
が
原
則
。

し
か
し
、
ま
F
ま
だ
・
ル
ー
ル
違
反
．

も
見
か
け
ま
す
。
収
集
日
以
外
に
出
し

て
近
所
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、

衛
生
上
か

ら
も
、
町
の
又
観
の
上
か
ら
も、

こ
れ

は
困
り
も
の
。
ど
家
庇
の
み
な
さ
ん
に

ぜ
ひ
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
の

ー
つ
で
す
。

口
火災の危険と

近所迷惑にも

り
た
い國

分
別
．
と

・収

集
日
出
し
“

「

n分
一

人

ぐ

ら

い

、

ど

う

と

い

う

こ

と

も

な

い

た

ろ

う

」

そ

ん

な

気

持

て

、

安

易

に

や

っ

て

し

ま

う

川

へ

の

コ

ミ

捨

て

、

自

転

車

の

放

凶

、

ニ

人

乗

り

、

犬

の

放

し

飼

い

、
あ

き

地

の

雑

草

、
歩

道

上

駐

車

な

と

．

．

．

．

．．

。

こ

れ

を

そ

の

場

で

注

意

す

る

の

も

、

な

か

な

か

勇

気

の

い

る

こ

と

。

「

悪

い

こ

と

は

知

っ

て

い

ま

す

。

で

も

、

つ
い
：
・
・
:
」

と

い

う

人

が

殆

ん

ど

。

そ

れ

で

は

全

く

困

る

の

で

す

。

自

分

自

身

の

反

省

も

含

め

て
、

み

ん

な

で

・
ル

ー

ル

違

反

．

に

は

、

厳

し

く

の

ぞ

み

た

い

も

の

で

す

。

犬
の
正
し
い

し
ば
し
ば
取
り

つ
。
犬
は、

つ

則
。
し
つ
け
も

必
要
。
予
防
注

鯰
い
方
は
、
広
報
で
も

上
げ
て
き
た
問
題
の
一

な
い

で
紺
う
こ
と
が
原

天
切
。

遍
当
な
運
動
も

＿
射
ゃ
豆
は
は
、
必
ず
守

る
糾
い
主
の
義
務
。

一
匹
の
犬
を
組
う

と
い
う
こ
と
は
、
家
族
の
一

U
と
し
て

そ
の
犬
の
一
生
が
終
る
ま
で
、
め
ん
ど

う
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

g
い
主
に

諜
せ
ら
れ
た
只
任
で
す
。

散
歩
ど
き
の
フ
ソ
の
始
末
は
、
特
に

気
を
つ
け
た
い
こ
と
の
一
っ
。
運
動
の

と
き
は
、

ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
用
意
し

て
、
糞
便
に
も
t
ら
任
を
持
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

あ
き
地
を
放
霞
し
て
い
る
と
、
雑
U

で
い
っ
ぱ
い
。
冬
が
近
づ
く
と
、
枯
れ

ヰ
で
、

ぼ
う
ぼ
う
。
ク
バ
コ
の
投
げ
袷

て
、
ク
キ
火
の
残
り
火
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
で
、
火
災
の
危
険
が
い

っ
ば
い
。
近
所
迷
感
も
は
な
は
だ
し
い

も
の
。
早
め
に
除
互
を
た
の
み
ま
す．

市
で
は
ヰ
退
治
を
す
る
人
の
た
め
に

無
料
で
動
カ
ヰ
刈
機
を
衣
出
中
で
す
。

希
望
者
は
印
を
持
っ
て
衛
生
諜
防
疫
係

（曲
綸
ピ
ル
三
階

・
電
話
24局
―

――

一
内
線
二
八
三
）
へ
。
自
分
で
庄
刈
り

が
で
き
な
い
人
に
は
、
代
行
制
度

（一

平
方
以
当
り
25円
）
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

運
動
の
と
き
の

フ
ン
の
始
末
も

-

散歩ときのフンの始末も飼い主の賣任。

近
ご
ろ
、
共
同

Itt
・
ビ
ル
な
ど

で
飲
料
に
使
う
水
遺
水
を
、

い
っ
た

ん
受
水
槽
に
受
け
て
か
ら
、
こ
れ
を

各
戸
や
各
階
に
配
水
す
る
形
糟
の

"i

築
物
が
培
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う

し
た
．
飲
料
水
•

の
働
生
管

踵
は
、
当
然
、
こ
の
遠
物
の
維
持
＂

翌
R
任
者
が
当
る
ぺ

き
も
の
で
す。

し
か
し
、
最
近
の
傾
向
で
は、

と
も

す
れ
ば
こ
の
．
衛
生
管
踵
．
IC
十
分

な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の

・衛
生
胃
翌
．
IC
欠
陥
が
あ

る
と
、
多
数
の
人
た
ち
に
禎
害
が
及

び
、
公
衆
衛
生
上
、
大
き
な
問
編
が

生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
特
定
住
築
物
で
は
「
建

築
物
に
お
け
る
衛
生
的
置
墳
の
纏
保

に
関
す
る
法
樟
」
や
、
受
水
糟
鰤
設

IC
つ
い
て
定
め
た
「
集
の
指
導
餐
項
」

に
よ
っ
て
、
飲
料
水
の
衛
生
対
鑽
や

事
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
定
め
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
水
槽
設
●
に
よ

っ
て
水
道
水
を
使
っ
て
い
る
蟷
物
の

所
有
者
、
管
覆
者
の
み
な
さ
ん
は
｀

次
の
こ
と
に
ご
注
意
を
ー

。

口
編
日
の
水
●
に
注
●
の
目
を
1
1
価

日
一
回
、
色
、
濁
り
、
臭
み
に
員
状

が
な
い
か
ど
う
か
を
羅
か
め
、
注
重

し
て
く
だ
さ
い
。

口
清
露
の
繹
糟
を
1
1
常
に
給
水
設
●

が
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
奮
重
す
る
と

と
も
に
。
受
水
糟
0

嶋
下
、

轟
鱚
）

の
内
鄭
の
清
蝙
を
年
一
国
以
上
寅
纏

し
て
、
清
鷹
保
持
に
つ
と
め
て
く
だ

さ
い
。ー

受
水
糟
設
●
の
“
閾
い
會
わ

せ
は
前
●
保
鱚
所
（
電
編
81属
七
七

二
I
)
=
2
水
三
-
.
『
綸
と
＾
鵬
＾
一

--.m“

局
一
六
二
）
へ
。

編
B
の
点
検
が
必
璽
ー
ー

共
同
住
宅
・
ビ
ル
な
ど
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 一・冒罰層 巾

と
仰
工
＾
＃
繍
所
で
は
、
中
小
企
稟

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
各
櫂
費
金
融

臼
制
度
を
設
け
て
い
よ
す
。
杓
C
ゼ
は

ご
利
JIl
く
だ
さ
い
。

0
小
口
賣
金
（
設
鑓
・
運
転
費
金
）

II

対
象
は
市
内
中
小
企
震
行
J

融
臼
額

は
四
百
万
円
以
内
。
期
間
は
三
り
以
内

で
利
寧
は
年
ヒ
・
几
％
以
内
。
保
証
糾

は
年
0
.
―
-
%
。
中
込
は
市
内
各
金
融

機
関
ま
た
は
曲
E
^
4鰻
所
金
融

m。

□

中
小
企
露
経
営
蠣
胃
賣
＊
（
設
傭
．

運
転
臼
金
）

11
対
象
は
巾
内
中
小
企
震

行
。
融
口
額
は
運
転
史
金
三
6
万
円
以

内
没
鯛
臼
會
七
6
万
円
以
内

(10月

か
ら
増
額
）
。
た
だ
し
、
公
古
防
止
崖

設
資
金
、
工
場
氾
設
臼
金
。
“
震
転
憤

設
鯛
費
金
、
防
災
庫
設
賓
金
は
一
千
万

円
以
内
°
期
問
は
運
転
只
合
―
―
年
以
内、

設
鯛
賓
金
五
り
以
内
°
利

平
は
年
八
も

4
内
0
"
“

れ
年
0
•

五
兌
。

中
込
み

は
群
屈
銀
行
、
大
生
柑
五

鍼
行
、
前
橋
償
用
金
庫
、

厩
城
償
用
金
庫
、
店
屈
償

用
組
合
の
ilj内
本
・
支
店

ま
↑
は
商
工
会
織
所
金
触

凜
へ
。
0
短
期
運
転
資
金
11
融
只

額
は
三
百
万
円
以
内
。
利
寧
は
年
八
％

以
内
。
申
込
み
は
群
馬
鍼
行
、
大
生
相

互
銀
行
、
前
橋
償
用
金
庫
、
厩
城
償
用

金
庫
、
群
厨
償
用
組
合
の
市
内
本

・
支

店
へ
。

口
小
企
●
経
営
改
●
賣
金
（
設
傭

・
運

転
臼
金
）

11
対
象
企
業
は
①
従
婁
且
が

製
必
稟
五
人
以
内
｀
商
棠
・
サ
ー
ビ
ス

霰
二
人
以
下
R
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
を
受
け
て
い
る
企
稟
①
一
年
以
上
市

業
実
績
が
あ
る

0
所
糾
税
｀
市
稟
税
、

市
且
民
税
を
完
納
し
て
い
る
企
た
。
融

賓
額
は
運
転
只
金
百
五
十
万
円
以
内
、

設
繍
只
金
二
百
万
円
以
内
。
（
た
だ
し

運
転
口
金
と
設
鯛
資
金
の
合
計
で
も
二

百
Jj円
が
阪
度
）
期
間
は
運
転
只
金
二

釘
以
内
。
設
鑽
賃
金
三
年
以
内
。
利
準

は
年
七
も
。
中
込
み
は
傾
工
会
譲
所
金

融
課
ヘ
ー
以
上
、
融
史
制
度
の

4
し
い
問

い
合
わ
せ
は
市
行
政
ほ
（
電
話

24
局
一

―
―
一
内
線
二
四
九
）
よ
た
は
轟
工
会

繊
所
金
融

m
（
電
話
24局
二
九
―
一
）

へ。0
動
労
奮
住
宅
建
設
賣
金
馳
賣
1
1
市
と

労
●
金
庫
の
協
コ
融
賓
で
、
市
内
に
土

地

・
は
物
を
麟
入
ま
た
は
新
築
・
増
改

築
す
る
場
合
に
必
憂
な
臼
金
を
融
賓
し

ま
す
0
融
資
額
は
n
J
j円
以
内
。
返
済

期
間
は

Ii年
以
内
。
ダ
利
七
％
、
貸
付

額
紐
過
の
と
き
締
切
り
。
希
望
者
は
、

のぺ＂
電
往
や
歩
遍
橋
ゃ
願
、
と
さ
に
は
公

の
ペ
ン
チ
や

tlr略
樹
に
ま
で
、
ペ
ク

ク
と
貼
ら
れ
て
い
る
ピ
ラ
ー
。
こ

ピ
ラ
が
雨
に
内
れ
、
風
に
さ
ら
さ
れ

い
る
銚
め
は
、
ま
C
と
に
き
た
な
い

り
。
汚
れ
た
ピ
う
の
上
に
、
ま
た
貼

れ
た
ピ
ラ
。
ま
ち
の
文
観
を
そ
こ
な

こ
と
、
は
な
は
だ
し
い
も
の
で
す
．

公
共
物
に
対

す
る
ィ
庄
な
ポ

ス
タ
ー
や
ピ
う

-70

貼
り
は
、
か
た

ピ
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
．
な

たれら
か
な
か
な
く
な

ら
な
い
の
が
呪

貼こ

状
。
こ
れ
も
、

ゃ
め
て
も
ら
い

”
 

歩

た
い
こ
と
の
一

つ
で
す
。

うら霞て

不
法
な
4

ヒ
ラ
貼
り

池
柱

・
歩
道
橋
な
ど

一~~ 

ロ習会臼胄座も肇ん。あなたも

積極的に参加を一一o

自
転
車
の
放
置

駅
前
局
辺
、
巾
街
地
の
酉
店
前
、
空

き
地
、
歩
道
な
ど
に
、
放
●
自
転
車
が

g
立
つ
の
も
、
困
り
も
の
。
盗
鑑
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
街
の
美
観
を
そ
こ
な

市
工
業
課
労
政
係
（
電
話
24局
―
―
―

一
内
線
五

0
二
）
ま
た
は
労
働
金
庫
本

店
宮
婁
課
（
電
話
52局
五
三

O
I

)

へ

申
込
み
を
ー
ー
・

□

中
小
企
婁
遇
●
金
共
済
、
市
で

111金

の
一
部
を
襦
肋
11
市
で
は
市
内
の
中
小

企
震
者
が
個
々
に
退
●
金
制
度
が
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
中
小
企
業

退
●
金
共
済
」
（
中
小
企
業
退
●
金
共

1
9
 

ー'

り

．．． ̂• 

歩
這
上
の
駐
車
も
、
ル
ー
ル
違
反
で

す
自
転
直
遍
、
歩
這
も
、
区
分
け
を

守
っ
て
ユ
る
の
は
、
凸
然
の
こ
と
。

g

分
だ
け
が
贔
る
の
で
は
な
い
道
路
。
ゅ

ず
り
合
い
も
大
切
な
マ
ナ
ー
で
す
。

少
し
少
け
ば
、
横
断
歩
遺
や
歩
道
橋

が
あ
る
の
に
、
面
倒
だ
か
ら
と
車
の
合

閲
を
ぬ
っ
て
の
斜
め
憤
断
も
見
か
け
る

こ
と
の
一
っ
。

償
号
符
ち
の
直
が
、
路
上
に
車
の
灰

●
を
あ
け
て
い
く
、

9
パ
n
の
歌
い
が

ら
が
道
に
ち
ら
ば
る
と
い
う
の
も
、
た

済
事
文
団
史
崖
制
度
）
お
よ
び
「
特
定

返
●
金
共
済
」
（
西
工
会
議
所
実
施
制

度
）
に
加
入
し
て
い
る
中
小
企
業
者
に

対
し
、
共
済
掛
金
の
一
郎
を
擁
助
し
ま

す
。
隋
肋
対
象
は
、
市
内
に

m業
所
が

ぁ
n'
、
51
年
4
月
1
日
か
ら
52
年
3
月

人
ま
で
の
日
に
従
震

nを
鋲
規
ま
た
は

凸
加
加
入
さ
せ
た
事
業
主
（
共
済
契
約

石
）
で
す
。
禰
助
率
は
加
入
従
業

aの

駅
前
周
辺
な
ど

共
廣
契
約
締
結
時
の
掛
金
月
額
の
旧
分

の
20。
詳
し
く
は
市
工
業
課
（
電
話
24

M
-
―
―
ー
内
●
五

0
二
9
政
係
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
を
。

口
年
金
の
通
算
創
度
を
ご
存
じ
？

年
金
制
度
に
は
、
因
民
年
金
の
ほ
か

厚
生
年
金
保
険
、
各
種
の
共
済
組
合
な

ど
．
ぁ
わ
せ
て
八
種
類
あ
り
ま
す
。
一

つ
の
制
度
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、

20
年。

25
年
と
長
い
期
間
の

制
度
加
入
が
条
件
。
そ
の
た
め
、
職
稟

を
変
え
た
り
す
る
と
、
一
制
度
だ
け
で

は
受
給
期
間
を
必
た
せ
な
い
場
合
が
生

じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
加
入
し
て
い
介
い

く
つ
か
の
年
金
制
度
の
期
間
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
｀
期
間
を
汲
た
し
た
人
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
、
加
入
期
閲
に

応
じ
た
年
金
を
支
給
す
る
・通
算
制
度
‘

歩
道
上
駐
車

斜
め
慣
断
も
危
険
／

ル
ー
ル
違
反

ぃ
．
交
通
ゃ
量
び
の
じ
ゃ
ま
に
も
“
つ

て
い
ま
す
。
た
っ
た

一
台
だ
か
ら、

少

し
の
峙
問
だ
か
ら
・
・
・
で
は
、
す
ま
さ
れ

ま
せ
ん
。
公
共
の
坦
所
は
、
み
ん
な
で

正
し
く
使
い
た
い
も
の
で
す
。

這
路
は
公
共
の
も
の
。
広
く
、
便
利

に
使
う
こ
と
は
｀
み
ん
な
の
C

ら
任
。
と

こ
ろ
が
｀
西
店
な
ど
で
、
歩
道
に
半
分

も
品
物
を
広
げ
て
い
る
の
を
見
か
け
る

と
こ
ろ
。
こ
れ
も
困
り
も
の
。

が
あ
り
ま
す
。
通
算
期
間
は
、

一
般
的

に
各
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
期
間

が
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
国

民
年
金
以
外
の
年
金
制
度
の
加
入
者
の

配
偶
者
が
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
、
通
算
対
象
の
期
間
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
①
国
民
年
金
Ic

加
入
し
て
い
る
の
に
保
険
料
を
払
わ
な

か
っ
た
期
間
R
各
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
た
期
間
が
一
年
に
必
た
な
い
期
間

R
脱
退
手
当
金
を
も
ら
っ
た
期
問
、

ま
た
は
共
済
組
合
の
期
間
で
昭
和
36年

4
月
1
日
前
に
退
載
し
た
そ
れ
ま
で
の

期

rdJI
は
、
通
＃
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
国
民
年
金

課
（
電
話
24
局
―
―
―
一
内
線
三
七
九
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
消
費
者
講
座
11
11月
19
日
、
午
前
IO

店

1
午
後
3
時
、
市
水
辺
＊
ー
ル
で
。

テ
ー
マ
「
テ
レ
ビ
と
子
ど
も
の
健
康
」

「
子
ど
も
の
病
気
と
そ
の
対
応
策
」
な

ど
。
テ
キ
ス
ト
代
百
円
。
申
し
込
み
は

市
政
課
梢
費
生
活
係
（
電
話
24島
一

ニ
ー
内
練
⑱
）
前
橋
市
用
口
者
団
体

連
絡
会
（
電
話
31局
九
二
四
七
）
へ
。

口
母
子
家
庭
介
護
人
派
遣
制
度
11
贔
で

は
、
母
子
家
庭
を
対
象
に
母
子
家
広
介

護
人
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
J

こ
れ
は
、
お
母
さ
ん
か
万
一
店
気
（
一

時
的
な
も
の
）
に
な
り
｀
墓
か
ら
も
介

護
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
日
常
生

道
路
は
広
く
使
お
う

ま
た
ま
見
か
け
た
光
景
。
マ
ナ
ー
以
前

の
問
題
で
も
あ
る
が
ー
ー
。

活
に
支
陣
を
き
た
す
場
合
、
鶯
料
で
介

護
人
を
保
遺
し
、
身
の
回
り
や
子
ど
も

た
ち
の
世
話
を
す
る
も
の
で
す
。
ー

対
象
と
な
る
母
子
家
庇
は
、
①
小
学
校

低
学
年
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
②
曇
務

教
育
終
了
後
の
児
重
ま
た
は
母
以
外
の

成
人
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
心
身
陣
害

や
老
齢
の
た
め
、
労
働
能
力
の
な
い
成

人
は
隙
<
R
所
褐
が
母
子
福
祉
年
金
ま

た
は
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
所
得
制

限
限
度
額
を
下
回
っ
て
い
る
。
（
昭
和

五
十
一
年
度
で
は
、
扶
養
親
族
一
人
の

と
き
、
母
の
場
合
は
収
入
が
二
百
九
十

」、
Jj
円
、
扶
震
最
務
者
は
七
百
八
十
一

万
円
に
品
た
な
い
こ
と
）
ー
ー
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

li-
店
只
に
な
っ
た

場
合
、
介
護
人
を
希
望
す
る
か
た
は
、

”
前
に
市
福
祉
事
務
所
（
電
話
“
局
一

―
―
一
内
線
三
八
九
）
へ
申
し
込
ん
で

E
録
し
て
お
い
て
く
f
さ
い
。
な
お
、

申
込
み
の
と
き
は
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。〇

消
費
生
活
農

11
月
5
日

t
1
0
日
、
前
三
百
貨
店

六
庸
催
場

実

物
と
パ
ネ
ル
を
農

示
・
直
品
テ
ス
ト
も
ー
ー
。 ”上匹●もルール違反。遍饂(;t公共のもの．

広く、 安全に伎うことが大切。
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f
入
屯
町
に
あ
る
前
二
十
古
墳
は
、

令

k
九
“
い
、
後
円
瓢
の
属
さ
十
三
“

の
人
前
ガ
邊
円
墳
で
．
ム
字
は
す
で
に

閉
治
ャ
年
の

4
、
村
民
に
よ
っ
て
兌

属
さ
れ
た
。
そ
の
状
況
は
役
示
へ
の
届

出
胄
に
よ
っ
て
IJl
ら
か
で
あ
る
が、

特

に
注
8
さ
れ
る
の
は
．
闘
の
イ
ギ
リ
ス

外
交

rァ
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ー
が
こ
れ

を
詳
編
に
記
U
し．

母
国
の
牛
術
饉
誌

に
紹
介
し
た
C
と
で
あ
り
、
そ
の
存
在

は
い
ら
¥
く
、
広
く
油
外
に
知
れ
わ
た

っ
た
。兌
掘
さ
れ

9
6
中
は
、
全
k
t
四
“

に
も
達
す
る
伍
杖
な
も
の
で
．
そ
こ
か

ら
の
副
界
品
は
二

6
余

A
に
も
お
よ
ん

で
い
る
。
刷
葬
品
の
う
ら
、
四
神
付
飾

土
器
は
特
に
行
名
で
あ
る
。
こ
の
上
器

は
、
須
恵
器
と
よ
ば
れ
る
辺
元
焔
焼
式

の
灰
色
硬
霞
の
土
召
で
、
高
さ
約
五
八

t
ン、
口
経
二
”
ン`

底
郎
詳
二
七
t
ン
ほ
ど

＇
 

口
上
州
膏
発
見
シ
リ
ー
ズ
（視
朧
覚
富
）

11
月
8
日
（
月
）

11坂
口
安
吾
の
足
跡
。

11月
15
日
（
月
）

11淵
拓
地
に
生
き
る
。

11月
22
日
（
月
）

11上
州
と
ま
ん
じ
＊

11
月
2
9
B
（月）

II箕
輪
城
。

上
映
峙
間
は
一
回
目
が
12時
20
分
か

ら
、
二
回
目
が

3
峠
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
30

分
間
。

□

レ

n
ー
ド

n
ン
サ
ー
ト
（視
鴫
覚
宣
）

11月
12
日
（
金
）

11
序
曲
渠
（
ペ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
）

11月
19
日
（
金
）

11
ピ
ア
／
五
重
癸
一

番
（
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
）

ll月
26
日

（金）

11
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
特

集。
油
女
片
間
は
一
回
目
が

12時
10
分
か

ら
、
二
回
目
が

3
峙
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
40

分
間
。

□

文
化
映
画
会
（
視
疇
寛
宣
）

ll月
17
日

（
水
）

11
「
差
別
と
人
柵
の

歴
史
」部
落
名
別
は
、
基
本
的
人
権
が
確
立

さ
れ
た
今
日
で
も
、
各
方
面
に
波
紋
を

投
げ
か
け
て
い
る
大
き
な
問
題
の
一
っ
。

こ
の
映
曇
は
那
慇
形
成
の

111史
と
解

放
運
動
の
過
程
を
豊
富
な
史
料
を
駆
使

し
て
描
き
、
基
本
的
人
櫂
と
は
何
か
を

わ
れ
わ
れ
に
考
え
さ
せ
ま
す
。

n
~鯖
霞
研
寛
傘

（グ
ル
ー
プ
麟
●
重
）

の
い
わ
ゆ
る
日
影

Z
台
で
あ
る
。
そ
の

円
鱈
形
に
開
い
た
台
魔
の
上
騒
に
は、

帖
土
を
ひ
ね
っ
て
形
づ
く
っ
た
蛇
、
A
、

四

神

付

飾

土

器

11月
10
日
、
午
後
1
時
30分
か
ら
。

講
師
は

N
H
K前
楢
放
送
り
の
堤
敏
夫

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
当
日
は
自
分
の
好
き

な
短
編
小
説
一
編
を
カ
セ

ッ
ト

Ie,

持
参
を
。
制
作
上
の
問
題
点
、
朗
院
の

仕
方
な
ど
を
指
導
0

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
幼
児
へ
の
銅
続
に
つ
い
て
」
ー
。

口
母
と
＋
の
お
話
し
図
書
館
（
視
聰
寛
室
）

11月
10
日
11
「
メ
ケ
メ
ケ
だ
ら
け
」
他

時
間
は
一
回
目
が
1
時
30
分
か
ら
、

二
回
目
は
3
時
か
ら
30分
間
。

□

ス
ク
リ
ー
ン
鰊
書
会

（視
鼈
覚
室
）

11月
2
4
B
1
1
「
石
川
啄
木
の
世
界
」

午
後
1
時
30分
か
ら
2
店
ま
で
。

口
患
い
出
の
名
画
劇
場

（視
●
寛
宣
）

11月
11
日

11
「

3
国」

川
端
康
成
の
名
作
「
ぢ
国
」
を
映
画

化
し
た
も
の
。
上
映
詩
間
は
午
後
1
時

30
分
か
ら
午
後
3
時
30分
ま
で
。
入
場

無
料
。こ
の
一
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た

篤

志

家

の

文

庫

市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、
図
書
館

に
寄
せ
ら
れ
た
あ
た
た
か
い
志
が
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
内
容
の
文
庫
と
な
っ

て
実
っ
て
い
ま
す
。

小
林
武
四
郎
文
庫
（
土
木
・
遠
築
関

係
書
）
、
荒
木
文
庫
（
衣
服
襲
係
書
）
、

本
間
文
庫
（
児
童
書
）
｀
小
曽
根
文
庫

（
一
般
教
養
書
）
、
野
間
文
庫
（
一
般

教
養
書
）
、
泉
野
修
哉
さ
ん
よ
り
（
書

考
図
書
）
、
室
編
美
響
子
さ
ん
よ
り

（
井
上
鴫
震
係
書
）

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
以
前
か
ら
設
＂

で
あ
る
。

古
代
中
閲
に
は
、

人
は
天
井
の
屈
座
の

も
と
に
、
東
方
に
＂

屯

（蛇
）
、
西
方
に

玄
武

(m)、
南
方

に
朱
雀

(B)
、
北

方
に
白
虎
（
虎
）
の

四
神
の
囲
み
の
中
に

守
ら
れ
て
生
き
て
い

る
と
い
う
宇
宙
観
が

あ
り
、
こ
れ
を
四
神

さ
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
「
文
庫
」
が
あ

り
、
市
民
の
書
斎
の
わ
く
を
大
き
く
広

げ
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参

加

者

募

集

ロ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
11
11
月
21
日

(
B
)

午
前
9
峙
か
ら
大
覆
町
日
本
ピ
ク
ク
ー

閲
辺
コ
ー
ス
で
。
参
加
汽
格
は
市
内
在

住

・
在
勧

・
在
学
者
。
た
だ
し
、
一
般

男
子
の
部
は
市
内
在
住
者
。
麻
校
男
子

の
部
は
在
学
者
（
在
動
者
・
高
校
男
子

在
住
者
は
オ
ー
プ
ソ
の
部
で
参
加
）
参

加
料
百
円
。
種
別
は
①
一
般
男
子

(
A

2
9歳
以
下
•
B
3
0歳
代
一
万
“、

C
4
0

歳
代
•
D
5
0虚
代
五
千
以
）
®
高
校
男

子
（
一
万
M
)
R
オ
ー
プ
ン
（
一
万
け
）

④
女
子
（
高
校
生
以
上
二
千
五
百

if)

⑥
中
学
男
子
（
二
千
五
百

tf)
。
参
加

希
望
者
は
、
種
別
・
氏
名
•
生
年
月
日

・
住
所
を
明
記
し
、
11
月
12
日
ま
で
に

市
体
育
課
（
電
話

32局
六
五
三
九
）
へ

申
し
込
み
を
。
中
学
生
は
学
校
を
と
お

し
て
申
し
込
む
。

0
:：
参
加
者
は
十
分
に
練
打
を
積
む

と
と
も
に
、
健
康
診
断
を
受
け
て
お
く

こ
と
。
な
お
、
当
日
が
雨
天
の
場
合
は

午
前
7
時
30分
現
在
で
実
鹿
を
決
定
し

ま
す
か
ら
、

市
役
所
当
口
室
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。

ロ
ウ
エ
イ
ト
・
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
鵬
帽

摸
大
会
1111
月

23
日
（
祝
日
）

午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
2
峙
ま
で
、
前
楯
育

英
高
校
体
膏
餡
で
。
鬱
加
臼
格
は
市
内

⑲ 

亀
の
帷
拙
な
編
エ
杓
が
配
し
て
あ
る
，

虎
は
欠
丙
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る

四
神
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

思
想
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
考
え
方
は

や
が
て
朝
鮮
半
品
を
経
て
．
古
代
日
本

に
も
伝
わ
り
、
八
世
紀
に
は
あ
の
存
名

な
奈
良
の
高
松
塚
古
墳
の
璧
國
を
生
む

に
い
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

前
二
子
古
墳
に
四
神
付
鰤
土
甦
が
副

葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
高
松
塚
古
墳

よ
り
二
百
年
も
古
い
六
世
紀
の
頃
、
す

で
に
こ
の
地
に
四
神
思
想
が
伝
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の

古
墳
を
墳
築
し
た
と
み
ら
れ
る
上
毛
野

氏
が
、
東
因
の
王
者
と
い
う
単
な
る
幅

力
者
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
朝
鮮

半

g
と
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
、
進

歩
的
性
格
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
雄

弁
に
物
語
っ
て
い
る
、
な
お
四
神
付
飾

土
器
は
、
視
在
児
童
文
化
セ

ン
ク
ー
に

保
行
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。

（昭
和
十
年
11鑽
定
重
璽
覺
術
品
）

在
住
・
在
勧
・
在
学
者
p

当
日
は
ウ
ェ

ィ
ト
・
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
午
前
8
時
30

分
か
ら
、
腕
相
撲
は
ウ
ェ
ィ
ト
・
リ
フ

テ
ィ
ソ
グ
終
了
後
に
競
技
を
開
始
。
競

技
は
い
ず
れ
も
体
重
制
で
、
高
校
・

一

般
の
二
郎
。
参
加
希
望
者
は
学
校
名

・

勧
務
先
．
．
 婁

・
氏
名

・
住
所
・
年
齢

・
体
重
を
明
記
し
、

11
月
22
日
ま
で
に

市
ウ
エ
イ
ト

・
ト
レ
ー
ニ

ソ
グ
協
会
事

務
局
（
表
町
一

T
目
二
五
ー
九
、
電
話

21局
0
四
一

四
）
へ
申
し
込
み
を
。
当

8
参
加
受
付
も
可
。

口
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
金
1111
月

14
日

（
日
）
午
前
8
時
30
日
か
ら
橘
山

「
自
然
子
ど
も
の
国
」
で
。
糧
別
は
①

個
人
（
経
験
者
）
R
徒
歩
（
家
族
ま
た

は
三
人
以
上
の
グ

ル
ー
ブ
）
の
ニ
ク
ラ

ス
。
参
加
費
は
個
人
二
百
円
．
徒
歩
一

人
百
円
。
当
8
払
込
み
。
参
加
希
望
者

は
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢
・
性

別
・
ク
ラ
ス
を
明
記
し
、

11
月
10
日
ま

で
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
プ
事

務
局
（
朝
日
が
丘
町
六
ー
七
、
電
話

51

局
六
五

0
-
）
へ
申
し
込
み
を
。
な
お

n
ン
パ
ス
ニ
百
個
を
用
意
し
ま
す
が
、

赤
ポ
ー
ル
ペ
ソ

・
雨
具
・
弁
当
は
各
自

で
ご
用
意
を
。

□

初
心
看
卓
碑
教
●
1111月
12
日
・

13

8
の
二
日
間
、
午
後
6
時
30
分
か
ら
8

峙
30
分
ま
で
．
市
勧
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
。
募
集
人
且
は
男
女
各
20
人
。
綱
鰤

は
長
谷
川
保
さ
ん
、
増
田

一
雄
さ
ん
。

参
加
希
望
者
は
市
勧
労
胄
少
年
＊
ー
ム

（電
話

5280
五
0
0
)
へ
申
し
込
み
を
。

一
呻

．
 

，
 

,
 ．．．． 
，・
東
地
区
の
り
人
学
鼠
は
、

IUU 

•999., 

皿

．東
嶋
区

~

9

9

9

.

9

9

9

.

，…

と
市
履
委
の
共
儡
で

111.

血

嶋
区
り
人
会

，
 

旧-

さ

れ

、

七

月

か

ら

十

月

ま

で

の

十

三

日の
学
笞
に
八
十
人
が
書
加
し
、
「
安
全

四

＂ ．
 

"
 

-

な

貪

生

活

と

正

し

い

情

貴

生

活

の

あ

り

．
 

＂ -交
通

安

全

キ

ャ

ン

ヘ

ー

ン

方

に

対

す

る

U
人
団
体
の
役
割
り
」
と

う
テ
ー
マ
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

“
 

主
紺
に
と
っ
て
悩
み
と
な
っ
て
い
る

呻

青

年

団

が

活

躍

ぃ

u
 ，
 
，
 

ー

‘
て
の
属
心

IU 

物
価
高
や
食
品
公
害
IC
っ
し

• 
Ill

：
全
嶋
を
市
連
合
胄
年
団
で
は
、
秋
の

II 

、
多
く
の
内
容
を
十
三
國

“
 
.. ，．，.，.，
9
., 

交
通
安
仝
運
動
中
の
十
月
二
十
三
日
に
は
瓦
い
が

鵬ー

＇ 
ー

県
庁
前
交
差
点
で
、
ド
ラ
イ
パ
ー
の
人
（
三
十
二
時
間
）
で
学
ぶ
た
め
、
学
●

n
 ＂ 
u
 
岬
た
ち
に
折
鶴
を
配
り
、
交
通
安
全
を
呼
生
た
ち
も
努
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
．

.' 一
心

只

序

ハ

疇

々

こ

の

鰻

人

学

量

を

呻
十
人
の
女
子
団
f

l

0

、A

ご
主
人
に
も
●
解
し

．
 

、

て

も

ら

お

う

と

、

九

呻
が
交
通
安
全
に
少

ー

呻

し

で

も

役

立

て

ば

.

月

末

の

璽

十

国

の

学

ーー

暉

ー

と

、

二

か

月

習

「

自

然

の

中

で

＊

物
の
昧
を
鰊
わ
お
う
」

UI 
IIm

ほ
ど
か
か
っ
て
、

の
峙
間
を
●
朧
日
に

一
羽
一
羽
に
心
を

ーttl 
ー皿
こ
め
て
作
っ
た
折
•
あ
て
、
夫
鰻
そ
ろ
っ

ー

呻

鶴

で

、

二

千

羽

を

'

‘

・

て

き

の

こ

狩

を

行

っ

た
。
秋
空
の
下
鴨
公

＂ 皿用
意
し
た
も
の
。

．．
 

ー
呻

こ

の

日

は

二
時
間

．
ー

．

．

民

鱚

長

さ

ん
の
案
内

一

も

た

た

な

い

う

ち

＋

．’
＼

．

℃

で

ご

主

人

の

逼

転

す

る
皐
に
分
彙
し
、
轟

疇

．

-

I

C
配
り
終
り
、
ド

崎
近
輝
の
山
に
飼

ラ
イ
バ
ー
の
み
な

ーー一
さ
ん
に
喜
ば
れ
た
。[•
…浙'
t.
E3.§
:
i
a
•••• 
j

い
、
き
の
こ
狩
り
を

訓

色

と
り
ど
り
の
小
さ
な
鵡
と
は
匝
が
楽
し
ん
だ
後
、
自
然
食
を
味
わ
い
、
話

れ
、
し
合
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
・
ン
な
ど
の

ド
ラ
イ
<
1
た
ち
の
車
に
か
け
ら

ー
1

,

 

楽
し
い
一
と
き
を
す
ご
し
た
。
「
ま
た

ー

暉
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
を

ー
叫

団

且

一

同

で
祈
っ
て
い
る

I
と
い
う
こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
た。

ー

な
ど
の
声
も
多
く
、
好
騨
で
あ
っ

ー

皿

こ

と

で

あ

る。

創
i
ヽ
f
‘
t
`
T
i
弓
t
J
t
i
t
'
t
}

ぅ

[
}
t
i
i
{
J
L
'
l
i

し
i
う
~
し
J
.

こ
と
し
、
三
月
。
町
の
人
び
と
の
中

ー1
 

.

................ a
 

ー

らI
Jの
話
●

~

ー

u
 

ー

＂ 
．．．．．．．．．．．．．．
．
 

L

か
ら
．
「
自
分
た
ち
の
手
で
、
川
を
よ

み
が
え
ら
せ
よ
う
」
と
声
が
上
り
、
全

一

生

ま

れ

か

わ

っ

た

J

は
に
呼
び
か
け
て
実
鰤
。
「
最
初
は
、

皿

町

の

小

＂

ーー

み
な
さ
ん
が
応
じ
て
く
れ
る
か
ど
う
か

＾
睾
神
IJ三

T
目
二
繊
＞

ーーー

呻
自
分
た
ち
の
町
を
流
れ
る
川
は
、
自
ち
ょ

っ
と
心
配
で
し
た
。
や
っ
て
み
た

呻
分
た
ち
で
、
き
れ
い
に
し
ょ
ぅ
ー
。

ら

、
全
員
が
積
極
的
に
参
加
。
や
は
り

手
に
手
に
シ
気
持
は
み
な
同
じ
9
ん
で
す
ね
。
」
と

毎
月
第
三
日
●
の
朝
、

ーー

＊
ウ
キ
を
持
っ
た
は
｀
第
二
組
の
組
長
の
戸
所
芳
纏
さ
ん

ー

皿

ャ

ペ
ル
、
ク
マ
デ
、三

冒
憂
〗
〗
〗
瓢

ー

一
人
た
ち
が
集
っ
て
く
る
。

市

街

地

の

ま

の

話

。

．

広
湯誓

公
民
鱈
ミ
ニ
コ
ミ
願

11
人

学

縁

を

お
父
さ
ん
が
授

参
観



一
昭和51年11月1

日号

． 
中

西

純
l

郎
く
ん

悧
日
町
二

T
目
四
ー
六
、
中
西
啓
一

直
〗
[
[

ト
ラ
刈
り
だ
ね
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
よ
。

久
間
田
亜
紀
ち
ゃ
ん

稲
荷
新
田
町
二
L
三
、久
IIulfl良
這
・

e[[[ 

ォ
シ
ャ
マ
な
女
の
チ
で
す
。

山

本

貴

彦
く
ん

六
供
町
二
六
、
山
本
秀
人

・
洋
子
さ

ん
の

U
男
｀
七
か
月
。
ヤ
ク
は
ジ
ャ
ソ

c”[ 

し
い
ー
み
ん
な
の
願
い
・
゜

民
輪
●
史
く
ん

文
京
町
四
T
目
七

ー

、

民

輪

輝

C
>[[

な
ろ
う
か
な
。

角
森
真
由
美
ち

e
ん

天
川
大

a町
四
七
四
ー
三
、
角
森
勝
・

き
ぬ
子
さ
ん
の

K
女、

hu―か
月
。

わ
た
し
「
n
ン

-Z'
ヮ
」
「
パ

．
 

• L
•

イ
パ
イ
」
な
ん

』

5

一士

で
も
で
き
る
の
。

一7[9ぃ胃

も
オ
ウ
マ
さ
ん
が
わ
り
に
し
て
る
の
。

知
む
8
 

「さあ、甘いおクスリ、上手に飲んでね」 ―—予防接種会場で

！
 

9

て
E
入
し
、
｀
え
ら
れ
る
人
が
＃
き

低
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
R
当
B
は
昼

の
体
乱
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
・
R

母
＋
手
駁
を

E
れ
ず
に
お
持
ち
を
。

□

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

捜
種
を
行
い
ま
せ
ん
。

①
然
の
あ
る
患
名
。
心
朧
血
冑
系
、

腎
朦
、
肝
臓
に
疾
患
の
あ
る
人
．
の
糖

尿
店
患
者
、
脚
気
患
石
、
そ
の
他
医
鰤

が
予
防
楼
隋
を
行
う
こ
と
が
不
遍
当
と

認
め
る
仄
肩
に
か
か
っ
て
い
る
人
。
R

病
讃
で
哀
弱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著

し
い
栄
費
障
害
の
人
。
④
下
痢
患
名
、

ま
た
は
利
紅
、
は
し
か
、
も
し
く
は
B

C
G
の
予
防
楼
層
を
受
け
た
贄
、
一
か

月
を
＂
過
し
て
い
な
い
人
。

口
接
糧
後
の
注
意
事
項

11
月
17
日

（水
）
午
擾
2
1
3
峙

上
川
泊
公
仄
飢
｀
几
総
社
公
民
館
、

①
二
赳
間
は
抜
歯
、
ま
た
は
外
科
的

手
術
を
最
け
て
く
だ
さ
い
。
R
ー
か
月

間
は
他
の

r防

fl"を受
け
な
い
で
く

だ
さ
い
•

®
I
l
l
用
讚
三
十
分
位
は
飲
食

を
さ
け
て
く
だ
さ
い
。
④
費
宮
な
症
状

が
あ
る
と
き
は
、
す
み
や
か
に
区
輝
の

診
宮
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
予
防
接
種
日
程
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三 木か水 ° に分二白体血診娠午ー° 昌
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分 II午 II 母で＾鰺の測 かーま r.n"' 
か新後飯 子‘金 指定は月時で't! 
ら井＝土 健 生-導・
三 町面井 駁擾 午 な診

呂か三が 吾
白り＋妊午芸
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0 0 館 1かか 佐・ま三 J-j三芸

゜

精
神
衛
生
普
及
運
動
週
間

11
月
8
日
ー
14
日

- ＠
 

歩道でも

ルールを守って

荀
自
舅
＾

t
9コ
鶴
に

2
"
.
9""看

の
安
全
を
守
る
た
め
に
．
歩
道
が
位
け

ら
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
と
き
ど
き
店
先

で
は
歩
道
ま
で
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
い

た
り
、

g
転
車
が
場
所
を
か
ま
わ
ず
"

い
て
あ
る
の
を
見
受
け
ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
健
店
な
人
は
、
な

ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
避
け
て
通
り
ま

す
が
、
百
人
は
全
神
経
を
白
い
杖
に
集

中
し
、
安
全
を
確
か
め
な
が
ら
歩
行
し

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
予
期
し
な
い
と
こ

ろ
に
閃
苫
物
が

R
い
て
あ
る
と
、
歩
行

循
環
器
疾
患

等
健
康
診
断

前
回
に
引
き
続
き
次
の
日
程
で
一
般
、

塁
業
者
検
診
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
一

般
が
四
十
点
か
ら
六
十
四
汲
ま
で
の
人
、

農
業
者
が
二
十
戌
か
ら
六
十
四
紐
ま
で

の
人
で
す
。
各
町
内
に
申
込
用
紙
を
回

覧
し
ま
す
か
ら
、
希
望
者
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

口
日
種

11
月
9
日
1
1永
明
公
民
館
（
水
朋
地
区
）

11
月
10
日
1
1
駒
形
会
議
所
（
永
明
地
区
）

11
月
16
日
・

17
日
1
1
芳
口
農
協
（
芳
只

地
区
）

11
月
1
9
B
.
2
4
日
1
1
桂
萱
公
民
館
（
桂

査
地
区
）

11
月
30
日
1
1
上
川
沿
公
民
館
（
上
川
氾

地
区
）
O・・
・fi間
は
い
ず
れ
も
午
援
二
詩
か

ら
三
時
三
十
分
ま
で
。

離
乳
貪
講
詈
会

餡
。
時
間
は
午
後
二
竺
二
十
分
か
ら

四
時
ま
で
。

。“3"に
6
6
dか
り
で

a
v、
に
い

へ
ん
危
戴
で
す
．

9
置
に

u
i

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
｀
と
ん

な
と
き
盲
人
が
歩
行
に
國
っ
て
い
る
塵

を
見
受
け
ま
し
た
ら
、
先
に
一
声
か
け

て
観
切
に
銹
導
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

場
所
に
よ
り
自
転
直
と
歩
行
者
用
に
区

分
さ
れ
て
い
る
歩
道
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
決
め
ら
れ
た
区
分
に
従
っ
て
通

行
す
る
こ
と
が
安
全
を
守
る
こ
と
と
な

り、

g
人
が
安
心
し
て
歩
行
で
き
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

心
配

tJ-¥J相
麟
所
だ
よ
り

•I
— 

十
一
月
五
日

・
十
二
日

・
十
九
日

・

二
十
六
日
（
各
金
曜
日
）
午
浚
一
詩
か

ら
四
問
ま
で
、
住
吉
町
二
T
目
の
市
母

子
福
祉
セ
ン
ク
ー
で
行
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談

□

体
・
桟
覚
障
書
舅
係
1
1
十
一

月
十
四
日
午
援
一
町
三
十
分
か
ら

四
時
ま
で
。
相
談
U
は
丸
山
利
IJJ‘

鹿
沼
一
己
さ
ん
。

口
朧
覚
陣
書
饒
係
1
1
十
一
月
十
日

午
後
六
訪
か
ら
八
騎
三
十
分
ま
で
。

相
該
U
は
新
井
精
孝
さ
ん
。

0
:
•い
ず
れ
も
相
談
場
所
は

心
身
閃
害
者
福
祉
会
餡
（
朝
日

町
・
日
赤
隣
り
）
電
話
43局
四
六

八
二
。
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邊
区
囀
市
鱒
儘
富
内

11
月
7
日

（
日
）

11文
京
町
四
T
n
地

内
天
川
小
学
校
南
通
り
と
南
町
四
r
n

前

111而
業
高
校
内
通
り
東
鋼
歩
辺
上
で
。

約
間
は
朝
七
的
か
ら
九
約
ま
で
。

]
 

」
~

薗
璽
屋
童
鱈
あ
ん
な
い

ー

11月
4
日
11ゲ
ー
ム

11月
9
日
11お
は
な
し
（
占
沢
あ
き
子

さ
ん
）

11月
1
7
B11
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
人
＾
ム

11月
U
日
11子
ど
も
映
画
＾
ム
（
か
も
と

り
ど
ん
ぺ
い
、
ま
い
と
の
テ
ノ
ト
ウ

虫、

空
と
ぶ
宝
箱
）

l"11
の
は
じ
ま
り
は
、
午
浚
三
関
か

ら
。
日
峻
況
日
、
年
未
年
始
以
外
は

紺
□

午
前
t
的
か
ら
午
後
五
＂
（
上
罐

口
は
三
＂
）
ま
で
開
餡
し
て
い
ま
す
。

市
朧
会
で

年
賀
状
自
粛
を

申
し
合
わ
せ
る

市
議
会
に
お
い
て
は
、
先
に
新

急
運
動
の
愚
け
に
の
と
り
虚

礼
虎

lLを
巾
し
合
わ
せ
実
U
し
て

き
ま
し
た
が
、

10
月
U
n
の
各
朕

代
及
者
会
議
に
お
い
て
、
議
U
の

巾
内
あ
て
の
釘

R
状
に
つ
い
て
廃

止
い
た
す
巾
し
合
わ
せ
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
つ
い
て
は
、
●
且

機
関
紙
を
と
お
し
て
、
新
年
の
ど

あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
C
撹
解
を
い
た
だ
き
た
く
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
事
婁
基
金
寄
付
倉

0
現
金
千
円

1
1
-
r
h
Kの
か
た
か
ら
。

鯰
い
犬
は
、

q
一
回
の
n
a
と
れ
杖

一
回
の
狂
犬
店
予
防
柁
射
が
必
畳
ー
・

巾
で
は
、
n
“
と
予
防
注

41を
次
の
日

n
で
[
"
い
ま
す
も
れ
な
く
か
受
け
く

だ
さ
い
。

＾
向
必
公
L

な
る
閃
用
は
、

9^

年
賣

Q
紛
の
済
ん
で
い
る
犬
は
人

h
円
（
注

射
朽
証
交
付
了
数
料
60円
・
杜
射
料
540

円
）
今
年
度
の
豆
紐
の
済
ん
r
い
な
い

人
は
九
百
円
（
丑

utl300円
・
札
射
llf

告
交
付
手
数
料

60円
・
注
射
料
540円）

で
す
。
会
場
へ
は
、
通
知
占
（
ハ
ガ

4
)

を
ご
情
書
を
。
贔
知
書
の
な
い
人
は
、

U
ぃ
エ
の

Il所
、
氏
名
｀
人
の
櫂
類
、

11別
、
生
ま
れ
年
、

C
色
、
町
び
名
、

体
格
を
書
い
て

i
r
iち
を
．
人
が
死
ん

だ
り
、
行
ガ
不
明
に
な
っ
介
り
｀
新
し

<
U
う
よ
う
に
な
っ
た
人
は
市
衛
生
只

防
疫
係
（
電
区
2
4
局
l

-

―
ー
内
線
二

え
K

び？

_
几
悶
開
}

●
嶋
輝
は

6
び
つ・

地
球
は
バ
球
で
な
く
、
北
極
と
耐
極

の
貞
極
が
や
や
ギ
ペ
っ
た
く
、
か
道
ふ

き
ん
が
出
っ
ぱ
っ
て
い
る
こ
と
は
皇
で

も
知
っ
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
ど
の
く

ら
い
の
誤
差
が
あ
る
か
冨
ぺ
て
み
よ
っ
。

a
径
の
差
で
い
け
ば
、
北
極
と
南
極
と

を
結
ぶ
直
径
は
｀
が
道
ど
う
し
で
ひ
い

た
ill径
よ
り
も
四
一
キ
0

岨
い
。
蜻
絃

.~.......-~.., ▼ , - ; t 
ワンちゃん、痛くない、痛くない （予防注射会場で）

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

八
三
）
へ

C
遵
絡
く
だ
さ
い
．

不
用
犬
は
紺
週
火

・
水
疇
B
の
午
前

，
＂
ま
で
に
前
柵
保
健
所

へ
お
遵
れ
＜

だ
さ
い
引
き
取
り
ま
す
．

厚
動
機
つ
き
自
転
車
取
得

申
告
者
の
名
儀
は
世
帯
主

屈
動
機
つ
き

0
転
直
亨
を
駅
褐
し
、

？
生
な
ど
チ
ど
も
さ
ん
が
使
う
場
合
の

巾
作

8
の
氏
名
は
、

litm宙
F
あ
る
い
は

艘
の
名
ま
え
で
巾
告
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
｀
．
ぃ
．
す
で
に
、
子
ど
も
さ
ん
の

名
ま
え
で
申
t
"
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
人

が
巾
外
へ
転
出
す
る
よ
う
な
場
合
に
は

市
民
只
で
の
住
所
異
動
の
手
統
き
が
済

ん
だ
ら
、
市
民
税
諜
5
嘉
の
窓
口
で
必

ず
名
儀
変
更
の
手
統
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
す
で
に
市
外
に
U
所
が
移

っ
て
、
名
儀
変
更
の
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
ヤ
ュ
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代
捏
の
か
た
で
も
結
構
で
す
詳
細
は

市
民
税
況
第
三
係
（
電
話
2
4
局
一
―
―

ー
内
線
二
四
五

．
4
-
七
）
へ
。

は
赤
道
の
円
閃
に
お
い
て
も
や
や
楕
円

形
を
g
し
て
お
り
、
経
度
0
度
の
長
軸

は
短
輪
よ
り
も

一
五
九
“
k
い
。
惰
円

形
の
最
も
隆
起
し
て
い
る
の
は
英
国
海

峡
の
入
口
あ
た
り
て
、

一
九
以
ふ
く
ら

ん
で
お
り
、
最
も
く
ぼ
ん
だ
と
こ
ろ
で

は
イ
ン
ド
汁
の
セ
イ
ロ
ン

8
の
南
西
部

で
二
四
以
下
が
っ
て
い
る
。
地
球
の
最

且
円
囚
遺
は
赤
道
で
一
＿
元
八
四
四
キ
D

、

そ
れ
に
対
し
子
午
線
で
の
円
閲
は
三
九

七
七
七
キ
D

。
地
球
及
面
の
総
由

H
は

五
一

0
億
一

0
三

0
ガ
九

0
3
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
推
算
さ
れ
て
い
る
。

昭租SI年度犬の覺餞と秋闊狂犬肩予防，utBII覆（累二次）
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・
日
本
人
の
羅
は
重
い
？

日
本
人
の
脳
の
重
さ
の
平
均
は
、
男

が

一―――
ム
0
1
一
四

0
’グ
ラ
ム
、
女

が
一

10-
ー
ニ
五
〇
グ
ラ
ム
で
あ

る
と
い
ォ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
外
国

人
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
日
本
人

は
体
が
小
柄
だ
か
ら
、
全
身
の
体
盾
の

割
合
か
ら
す
る
と
｀
む
し
ろ
重
い
ほ
う

だ
と
い
っ
て
も
い
い
。
有
名
人
で
は
江

太

郎

が

＾

3
0、
及
目
漱
石
が
一
四

二
Ii
、
が
口
雄
幸
が
一
四
九
五
、
外

m

人
で
は
カ
ン
ト
が
六

K
C、
ヒ
ス
マ

ル
ク
が
一
八

0
七
、
ツ
ル
ゲ
ー
オ
フ
が

二
0
―
ニ
グ
ラ
ム
あ

い
る
。脳
は
し
か
し
、
重
け
れ
ば
知
能
が
す

ぐ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た

脳
の
・
ソ
ワ
に
し
て
も
、
ソ
ワ
が
多
け
れ

ば
発
遠
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え

な
い
。
鯨
や
イ
ル
カ
の
駅
の
シ
ワ
の
多

さ
に
は
、
人
悶
は
か
な
わ
な
い
ま
た

駁
は
、町
さ
か
ら
み
る
と

9
が
一
十
ほ
、

女
は
十
八
“
す
さ
で
発
育
が
{
}
成
し
、

し
ハ
ト
贔
を
す
き
る
と
、
五

0
l
l
i
o

グ
ラ
ム
く
ら
い
軽
く
な
る
と
い
ォ
れ
て

い
る
。

た
と
い
わ
れ
て

花

展

老
人
福
櫨
セ
ン
タ
ー
で

市
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
が
中
心
と

な
っ
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
菊
花

展
ー
。

C
と
し
も
十
一
月
十
七
日
ま

菊 店

舗

診

断

11
月
Z
s
e
.
“
8
.
”

e

店
鑢
ん
改
茎
、
改
這
し
よ
う
と
す
る

店
、
占
品
藷
列
方
注
、
順
町
マ
を
改
善

し
た
い
店
を
対
象
に
、
十

一
月
二
十
五

ら
1
・
ハ
・
ニ
十
七
n
の
一.
-
n
n
o
(
-

店
舗
約
．
＂

rJl）
店
編
壮
断
を
{fT
い
ま

す
．
指
導
は
＂
人
店
綸
設
計
ま
協
会
の

高
●
8
駁
さ
ん
．
指
導
料
は
鱗
tl．
必

憂
に
よ
っ
て
改
公

・
改
心
図
を
交
付
。

申
し
込
み
は
十

一
月
十
八
日
ま
で
に
、

市
政
鐸
（
竃
g
2
4
い

一
ー
一
内
線

ニ
四
九
）
ま
た
は
轟
工
会
議
所
託
業
課

（
電
g
24
関
一
五
一
）
へ
。

中
央
児
重
遵
園
に

新
し
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

テ
ィ
ー
カ

ッ
プ
も
叢
ね
て

中
央
児
童
遊
園
尺
テ
イ
よ
ん
ッ
プ
を
菓

ね
た
斬
し
い
遊
具

:
i
'
nブ
9
1
.

が
璧
場
｀
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
．こ
れ
は
、
く
る
く
る
回
る
ヘ
リ
コ
ブ

タ
ー
を
、
n
分
つ
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
し

て
L
F
I
C
の
ぼ
り
降
り
し
、
公
上
昇
し

た
り
a
降
下
で
き
る
も
の
で
、
ス
リ
ル

萩
廉
朔
太
犀
生
誕
90
年
祭

11月
7
日

(8
)
午
後
1
峙
1

5

時
、
群
属
会
鱈
ホ
ー
ル
．

入
場
●

料。

み
な
さ
ん
で
お
出
か
け
を
．

と
快
ば
が
抹
わ
え
る
売
し
い
遊
具
で
す
。

利
用
料
金
は
ヘ
リ
コ
ブ
ク
ー
は

40円

で
、
他
の
遍
具
は
従
前
ど
お
り
の

20円

で
す
．
土
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
を
ー
。

中
央
児
重
遵
園
11
月
の
休
園

11月
3
日
（
文
化
の
日
）

23
日
（
動

労
ば
遍
の
n
)
の
両
日
は
祝
日
で
す
が

＋
常
ど
お
り

DII因。

11月
の
休
み
は
、

2
日
・

9
日
・
16
日
・
2
4
n
.
3
0
日
．

11
月
の
市
民
の
茶
席

ー
＿t
J
i
n
（
人
）
午
前
十
騎
か
ら
午

襲．＇
＿け
ま
で
、
中
央
公
民
館
茶
字
で
開

か
れ
ま
す
．
茶
席
当
番
は
鉛
木
？
富
さ

ん
。
来
月
は
十
五
日
（
水
）
で
、
当
蓄

は
森
人
宗
ん
さ
ん
．

＾
前
号
訂
正
＞
「
手
致
料
の
改
正
」
紀

”
中
「
戸
籍
」
は
「
戸
篇
の
附
属
」
「
T

数
量
」
は
「
手
数
科
」
「
絨
定
を
受
け

る
際
」
は
「
現
況
届
亨
を
提
出
す
る
廉
」

に
お
詑
び
し
て
訂
iE
し
ま
す
。

で
、
名
人
福
祉
セ
ン

9
1
で
開
い
て

い
ま
す
．
＾
ム
日
が
n
頃
丹
精
を
こ
め

て
咲
か
せ
た
懸
が
い
．
盆
庄
、
立

t

も
の
亨
約
二
百
五
ャ
点
が
出
品
＊
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
出
い
あー
て
ご
観
賞
＜
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伊
藤
信
吉
と
、
そ
の
著
書

の
面
で
や
る
ぺ
き
仕
μ
の
必
蟄
性
そ
小

唆
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な

い
。
伊
鹸
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
紀
念
す

萩
原
朔
太
郎
は
詩
人
伊
籐
信
吉
の
オ
ペ
き
r
g
崎
鹸
村
の
文
学
」
出
坂
記
＾
1

能
を
早
く
か
ら
評
価
し
て
い
た
「
伊
蘊
会
は
、
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
九
日
、

償
吉
、
中
野
重
治
等
と
共
に
、
も

と

も

前

檎

で

r"わ
れ
た
。
現
在
の
オ
リ
オ

と
マ
ル
キ
ス
ト
の
プ
0

旅
に
属
し
た
ん
ン
座
通
り
（
千
代
田
町
四
T
目
）

IU而

人
で
あ
っ
た
が
、
本
賓
上
の
気
質
か
ら
国
館
南
に
あ
っ
た
牛
肉
屋
「
ー
カ
」
で

a

っ
て
も
、
こ
の
人
の
本
償
は
政
治
均
萩
原
よ
次
郎
等
の
地

•J
C友
人
十
ー
名
に

人
で
な
く
｀
純
粋
の
抒
情
的
芸
術
詩
人
よ

っ
て
開
か
れ
た
。
さ
さ
や
か
な
祝
い

で
あ
る
．
」
と
遺
稿
に
書
き
の
こ
し
て
の
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
の
あ
と
、
ま

い
る
．
昭
和
卜
五
年
三
月
、
a
山
凶
か
も
な
く
し
て
上
毛
新
聞
社
を
去
り
、「
応

ら
刊
行
さ
れ
た

「
昭
和
詩
紗
」
（
萩
原
新
聞
」
記
者
と
し
て
宇
昴
宮
へ
。
そ
こ

朔
太
郎
編
）
は
四
十
八
名
の
当
問
の
第
で
三
年
余
を
送
っ
た
伊
籐
さ
ん
は
、
さ

一
線
詩
人
の
作
品
を
集
め
た
ア
ン
ソ
0

ら
に
又
、
東
点
本
社
へ
転
勧
。
そ
の
後

ジ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
伊
鹸
償
吉
の
生
活
の
場
は
、
そ
の
ま
ま
東
京

IC.‘

ぎ
づ
け
に
さ
れ
、

の
作
品
三
編
を
選
ん

た
び
故
郷
前
屈
ヘ

tt.
「
光
に
就
て
」

．の

U
ク
ー
ン
は

1

「
組
林
J

r~ 

警
」

で
あ
る
c

こ

の

集

に

｛

か

っ

た

。

こ

の

問

、

・

文

芸

評

論

の

行
作

収
U
さ
れ
た
n
馬
瓜

刊
行
は
訣
き
、
r
現

l
 

の

詩

人

は

．

及

原

お

｀

―

代
詩
人
論
」
（
附
臼

次
郎
、
轟
膚
’
千
"
‘

．
十
五
年
）
、

r
作
i

氏

一

伊
鹸
償
と
の
こ
名
で

．

綸
」
（
昭
和
ャ
七
む
、

あ
っ
た
．

こ

う

し

て

-

,/
 

r
近
代
文
学
の
枯

伊
籐
さ
ん
の
打
く
と

神
」
（
附
和
十
八
年
）

こ
ろ
、
舌
●
の
文
学

｀
 
な
ど
が
あ
っ
た
a

的
遍
社
を
影
の
よ
う

駁
後
は
、
r
現
代
”

に
支
え
て
く
れ
た
の

の
鑑
貫
」
（
二
汽
」
、

は
、
鰤
萩
原
朔
太
郎

Jll
和
二
十
七
、
二

f

で
あ
っ
た
。

九
年
）
、
r
高
村
凡

「
由
来
こ
の
種
の

人
郎

1
そ
の
け
と

評
伝
と
い
ふ
も
の
は
、

伊
●
償
吉
の
生
家
に
近
く
、
信
吉
が
子
ど
生
涯
」
（
紺
和
三
ト

只
の
高
逼
な
る
ヒ
6

も
の
頃
よ
く
遵
ん
だ
繊
社
神
社
（閉
神
織
）
三
年
）
、
r
量
貫
現

イ
ズ
ム
の
精
神
に
よ

代
語

・
大
正
冨
」

r

て
の
み
書
か
る
ペ

き
も
の
で
、
そ
れ
自
身
が

一
っ
の
叙
事
（
詔
和
二
十
七
年
）
、

『
逆
涎
の
中
の

詩
文
学
な
の
で
す
か
ら
、
詩
人
に
お
い
歌
』
r
抒
情
小
曲
論
」
（
昭
和
三
十
＼

て
他
に
遍
任
者
は
な
い
の
で
す
。
然
る
年
）
な
ど
、
お
び
た
だ
し
い
数
が
あ
る
。

に
日
本
の
埒
人
た
ち
は
、
未
だ
か
っ
て
そ
し
て
、
没
後
四
回
に
わ
た
る
r嶽
傾

こ
う
し
た
当
然
の
仕
畢
さ
へ
敢
て
し
な
朔
太
郎
全
集
」
の
編
集
。
r
室
生
犀

M

ぃ
．
g
が
始
め
て
こ
の
r
詩
人
の
文
学
』
全
集
』
の
“
集
な
ど
、
多
く
の
編
暮
、

と
r
片
人
の
仕
＃
』
を
朱
さ
れ
た
次
第
研
究
論
名
が
残
さ
れ
た
。
紹
和
四
十
九

で
す
。
単
に
こ
の
一
巾
か
ら
も
、
君
は
年
、
埠
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
ユ

ー

最
も
打
意
饂
な
小
稟
を
な
さ
れ
た
わ
け
ト
ピ
ア
紀
，
＂
」
は
、
第
二
回
ギ
林
た
い

で
す
。
」
こ
の
言
葉
は
、
r
“
幻
論
村
子
賞
を
受
賞
し
、
“
和
五
十
一
年
員
｀

の
文
学
」
の
刊
行
五
後
、
東
京
に
居
た
，
水
い
“
月
に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
た
秋

萩
原
朔
太
郎
か
ら
前
橋
の
伊
籐
さ
ん
に
尿
朔
太
郎
論
を
二
冊
の
書
に
ま
と
め
r
a

宛
て
ら
れ
た
書
簡
の
一
郎
分
で
あ
る
が
、
厄
朔
太
郎
」
と
し
て
北
洋
社
か
ら
出
阪

詩
人
は
「
詩
作
品
」
の
み
で
な
く
、
詩
し
た
。
こ
の
年
は
「
萩
原
朔
太
郎
生
麗

人
の
岨
覚
・
抒
情
・
叙
事
的
持
文
字
の
九
十
年
」
の
記
念
す
ぺ
き
年
で
あ

r
t

分
”
に
、
本
貫
的
世
界
を
み
つ
け
出
す
伊
藤
信
吉
も
す
で
に
七
十
崖
の
誕
生
II

べ
き
で
、
そ
の
意
味
か
ら
も
文
芸
評
論
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

枯
累
る
を
・
莉
福
ぃ
涵

⑨
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